




氷晶が柱状か板状かを決める主因は “温度” であり、過飽和度ではない。 
0～-4℃　板状
-4～-10℃　柱状
-10～-20℃　板状(樹枝状)
-20℃以下　柱状・針状
ただし、過飽和度は結晶の成長速度や枝の発達(樹枝状・針状など)に影響する。
過飽和度が低い → シンプルな形(六角板・六角柱)
過飽和度が高い → 枝が伸びて複雑な樹枝状になる
過飽和度は“柱か板か”を決める主因ではなく、
その形がどれだけ複雑に成長するかを決める要因。

霰や雹は、積乱雲(特に発達した積乱雲＝Cb)の中で、
氷晶や雪片が、過冷却水滴を次々に衝突・凍結させながら成長する
ことでできます。
この成長過程を 収集成長(ライミング)と呼びます
霰あられ
過冷却水滴が氷晶に付着して凍る(収集成長)
上昇気流が弱め → 大きくならない
表面は白く不透明(空気を多く含む)
雹ひょう
強い上昇気流により、氷粒が雲の中を何度も循環
過冷却水滴が大量に付着して急速に成長
透明な層と白い層が交互にできる(成長環境の変化)



水蒸気は温室効果ガスである(理由)
水蒸気は、赤外線(地表からの放射)を強く吸収
そのエネルギーを再放射して大気を温める
という性質を持っています。
つまり、水蒸気はCO2やCH4と同じく、赤外線を吸収して大気を温める「温室効果ガス」
太陽放射の赤外線は「短波赤外線」→ 波長 0.7〜3 μm 付近→ 水蒸気に吸収される
地球放射(長波放射)は「熱赤外線」→ 波長 4〜100 μm
→ これは太陽からではなく 地表が放射するもの
太陽の赤外線が吸収されても、地表からの長波放射とは別物
水蒸気は太陽赤外線を吸収して地表に届く量を減らすが、
地表からの長波放射は逆に吸収して温室効果を強める。





ブロッキング高気圧(オメガブロッキングなど)が形成されるとき、
偏西風の蛇行が極端に強まるのが特徴
① 偏西風の大きな波(ロスビー波)が発達する
② 波が折れ曲がると、谷(トラフ)が南へ深く伸びる
③ その結果、低緯度側に「切離低気圧(カットオフ低気圧)」が形成される



成層圏突然昇温の根本原因は プラネタリー波(ロスビー波)の成層圏への強い伝播
①プラネタリー波が極渦を減速させる
ロスビー波が成層圏に侵入/極渦（強い西風）にブレーキをかける
/西風が弱まり、ついには東風に反転する
②：波の破壊により極域で下降流が強まる
波が極域で破壊(wave breaking)/上層の空気が下降 → 断熱昇温
/これが「突然昇温」の直接原因
③：成層圏の変化が対流圏へ downward coupling する
成層圏の風の変化が下層へ伝わる/ジェット気流の蛇行が強まり、寒気の南下が起こる
/これが地上の寒波や大雪につながる
まとめ
成層圏：
気温：急上昇(数十℃)/風：西風が弱まり東風に反転
鉛直流：極域で下降流、低緯度で上昇流
対流圏
風：偏西風が弱まり蛇行が強まる/気温：寒気が南下し寒波が発生しやすい
鉛直流：ブロッキングなどで上昇・下降流のパターンが変化

一酸化二窒素N2Oの増加要因
農業(窒素肥料)←最大/家畜排せつ物/化学工業/化石燃料・バイオマス燃焼
影響
CO2の約300倍の温室効果/大気寿命120年で蓄積しやすい
/成層圏でNOXを生成し、オゾン層を破壊
理由
赤外線吸収による温室効果/成層圏での化学反応によるオゾン破壊



 

予報業務は、人命・財産に直結する情報を扱うため、
気象業務法では 厳格な審査基準 が設けられています。
そのため、認可を受けた後でも、
・提供する予報の種類
・提供対象
・提供方法
・業務の範囲
・予報の目的（用途）
などに変更がある場合、当初の認可条件が満たされなくなる可能性がある
気象業務法
〇予報業務を開始するには認可が必要(第17条)
〇認可を受けた内容に変更がある場合も、変更認可が必要(同条)
認可：予報業務を始めるための総合的な審査
変更認可：認可された内容の重要部分を変更するときの再審査
理由：予報業務は人命に関わるため、業務内容の変更が
安全性・正確性に影響する可能性があるから

厳密に言えば
認可と許可は同じ意味
ではない
認可＝事業の能力・
体制を審査して
“認める”
許可＝一定条件のもと
“してよい”と許す

予報業務は「認可」、
気象庁情報の配信は
「許可」
だけど本問では
認可＝許可に見える
悩ましい・・・



 
 
 
 
 

火災気象通報の法律上の正式ルート  
→ 気象台長 → 都道府県知事 → 市町村長
市町村長は火災警報を発表できる
なお、実務では気象台から市町村へ直接通知されることもある


